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株式会社デジタルホールディングス（証券コード:2389）の株券等に対する 

公開買付けにおける公開買付価格の引上げ及び買付予定数の下限の変更に 

関するお知らせ 

 
 今回の買付予定数の下限の変更によりデジタルホールディングス取締役会

の主張する本公開買付けの強圧性に関する懸念を排除しております 

 デジタルホールディングスの株主の皆様に対しては博報堂によるデジタル

ホールディングスの株券等に対する公開買付けへの応募を速やかに撤回す

るよう要請いたします 

 今回の条件変更に伴いデジタルホールディングスの取締役会に対して買収

防衛策の撤廃を要請いたします 

 

株式会社デジタルホールディングス（以下「対象者」といいます。）の発行済株式の約 14.41％を

保有するファミリーオフィスである SilverCape Investments Limited（以下「当社」といいます。）

は、2026 年 11 月 26 日付で「「株式会社デジタルホールディングス（証券コード:2389）の株券等に

対する公開買付けの開始予定に関するお知らせ」の変更に関するお知らせ」を公表したことに伴い、

本日、対象者の株主の皆様に対して、以下のとおりメッセージを公表いたします。 

 

株式会社デジタルホールディングスの株主の皆様 

対象者の株式を保有する株主の皆様におかれましては、既に証券会社を通じて株式会社博報堂 DY

ホールディングス（以下「博報堂」といいます。）による対象者の株券等に対する公開買付けに対す

る申込みを行っている場合、速やかに当該申込みを撤回いただいたうえで、対象者に対して当社によ

る公開買付けを真摯に検討するよう申し入れることをお願い申し上げます。また、独立・一般株主の

皆様におかれましては、対象者がその企業価値の最大化に向けて、すべての買付候補者と誠実かつ建

設的に対話を行うよう申し入れることについてもご検討下さいますようお願い申し上げます。 

第一に、当社は、公開買付価格を１株当たり 2,450 円に引き上げました。この公開買付価格は、対

象者の過去及び現在の株価に対して、大幅なプレミアムを付与するものです。また、この公開買付価

格は、博報堂の公開買付価格を１株当たり 435 円も上回るものです。第二に、当社は、買付予定数の

下限を、博報堂の公開買付けにおける買付予定数の下限と実質的に一致させるよう変更しました。対

象者の特別委員会は、博報堂の買付予定数の下限の変更について、強圧性は排除又は十分に低減され

ているものと考えられると結論付けております。対象者の取締役会も、これに基づき、博報堂の公開

買付けには強圧性が働くおそれはないと判断しております。当社は、今回の買付予定数の下限の変更

に伴い、対象者の取締役会が買収防衛策を撤廃し、当社が速やかに公開買付けを開始できるようにす



 

 

ること、及び株主の皆様において買収防衛策は撤廃されるべきであることを対象者及びその特別委員

会に対して表明いただくことを希望しております。 

当社は、対象者の取締役会が当社に対して当初行っていた買付予定数の下限を３分の２とする旨の

変更の要求は、博報堂の公開買付けに利害関係を有する株主が全体の３分の１を超えていた状況下に

おいては、当社の公開買付けの実現を計算上不可能にするものであり、加えてその後に予定されてい

た再度の公開買付けの実施によって対象者の主張する強圧性を払拭することができていたと引き続き

考えております。もっとも、大幅に買付予定数の下限を引き下げる博報堂の変更について対象者の取

締役会が強圧性はないと判断したことを受け、当社も買付予定数の下限を博報堂の公開買付けの水準

と実質的に同一としました。当社がこのように変更を行った以上、対象者の取締役会が当社に対する

買収防衛策を維持する理由は、対象者が当社のことを理解していないという点と、当社の事業計画が

博報堂のものほど詳細ではないという点に限られます。しかしながら、この２つの懸念は、対象者自

身によって作り出されたものです。すなわち、当社は、数ヶ月前から、対象者に対して、博報堂と同

等のデュー・ディリジェンスの実施を当社に対しても認めるよう要請しておりました。そのため、仮

にかかるデュー・ディリジェンスの実施が認められていれば、対象者のかかる２つの懸念は、既に解

決されていたものと確信しております。 

したがって、当社の変更後の１株当たり 2,450円の公開買付価格の提案よりも 20％以上低い公開買

付価格による博報堂の公開買付けについて、対象者が賛同する合理的な理由は存在しないと考えてお

ります。当社による上記の変更を踏まえ、対象者の取締役会が買収防衛策を撤廃し、買収後の計画に

ついて誠実な協議を行うことで当社の考える事業計画をより具体的なものとし、今後の協業のための

準備を進めていただくことを期待しております。 

当社は、対象者が、独立した企業としての成長の可能性に真にフォーカスしたうえで、当社及び当

社のネットワーク内の専門家と連携することで、企業価値とステークホルダーにとっての価値を大幅

に高めることができると確信しております。 
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メディアからのお問い合わせ:  

Kekst CNC 

斎藤愛 / ロメインさわか 

silvercapemedia@kekstcnc.com  


